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本稿では，電子書籍からの Shibboleth 認証を実現することにより，電子書籍をポータルとした低価格で構築でき，か
つ，高等教育機関が比較的安全に利用できるオープンエデュケーション基盤を提案する．なお，本提案は，現在、課
題の検討と解決策の考察，実装を進めており，認証連携方式の確立およびサービスの提供を，平成 25 年度を予定し
ている。 
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1. はじめに  

	 近年，アメリカでは，Massive Open Online Course(MOOC)

と呼ばれるオープンエデュケーションの活動が活発化して

いる[1]．また， 2012年からは，Udacity, Coucera, edXなど

により MOOCs と呼ばれる営利目的のオープンオンライン

コースが立ち上がっている．これらの活動は，LMS，Blog，

SNSなどのインターネット上の様々な Webサービス，つま

り「インターネット上のリソース」と独自のオンラインコ

ースを組み合わせ，学習者に無償で提供するものである． 

	 こうした活動では，多様なインターネット上のリソース

に、e ラーニングシステムなどの特定の教育ポータル経由

でアクセスし，利用している．そのため，教育ポータルの

システム運用，ユーサー管理やコンテンツ管理など，提供

側の負担が大きい．実際，MOOCs は多額の初期投資を必

要としている．また，不特定多数のユーザーが，様々なイ

ンターネット上のリソースにアクセスすることは，セキュ

リティ上の様々な問題が発生しうることもここで指摘して

おきたい． 

	 我々は，こうしたアメリカの活動に対して，低価格で構

築でき，かつ，高等教育機関が比較的安全に利用できる，

全く新たなオープンエデュケーションの活動の情報基盤，

「オープンエデュケーション教育基盤」を提案する．それ

は，電子書籍により，インターネット上の多様なリソース

を集約し，シボレスによって安全に一元的に参照するもの
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である． 

2. 電子書籍への着目 

	 我々は，オープンエデュケーションで学ぶ学習者の，学

習時間に対する負担を考慮して，Khan Academy[2]の提案す

るマイクロレクチャーをさらに見直し，1 分程度のレクチ

ャービデオ（ナノレクチャー）をから構成され，一つのコ

ースが 30 分程度で構成されるオンラインコースを教育リ

ソースとして提供することとした． 

	 更に，我々は，ナノレクチャーを学習者に提供する媒体

として，ユビキタス性，パッケージ性，操作の簡易性にお

いては，Webブラウザに比較して優れている電子書籍に着

目した．ナノレクチャーのように，教育内容を徹底的に凝

縮した教育リソースにストーリー性を持たせ学習者に提供

するには，電子書籍が Webブラウザより遙かに効率的で効

果的であるからである． 

 

	  
図 1画面サンプル 

 

	 また，オープンエデュケーションの学習者の学習意欲の

維持には， Blog，SNS などインターネット上のインタラ

クティブなリソースの活用が効果的である[3]．電子書籍は

HTML5 を埋め込むことにより，インターネットリソース

へのアクセスが可能である．そこで，我々は，ナノレクチ



  
 

 
 

ャーからなる教育リソースとインターネット上のリソース

を電子書籍に集約することとした．このことは，従来，e

ラーニングシステム等を利用して提供してきたオンライン

教育を，システムの運用管理の面で格段に安価に行えると

いうメリットがある．図 1はそのイメージ画面である． 

3. 電子書籍からインターネットリソースへの安全なア
クセス 

3.1 統一認証基盤の確立  
	 電子書籍からインターネット上のリソースへ安全にアク

セスを行うためには，まずリソースとなる各種 Webサービ

スのサービス対象の特定が必要である．またそのための統

一認証基盤の確立による，ユーザー認証が不可欠となる．

現在我々が統一認証基盤として採用を検討しているのが，

国立情報学研究所（NII）が提供する学術認証フェデレーシ

ョン（学認）である[4]．  

	 学認を導入することによる最大のメリットは，主に Web

ブラウザをインターフェースとする学習端末と Web サー

ビスとの間で安全な認証環境が利用できることであり，さ

らに，学認参加組織の様々なアカデミックリソースを利用

することも可能となる．これにより，国内の高等教育機関，

研究機関の教育リソースの共有も期待できる． 

	 学認が提供する認証システムの技術的な基盤である

「Shibboleth」は，ドメインを超えたシングルサインオンを

実現するための独自の属性交換フレームワークを構成して

いる．その主な構成要素である，ID プロバイダー（IdP），

サービスプロバイダ（SP）と，ユーザーとの情報のやりと

りは，一般的には Web ブラウザを介して行われているが，

今回我々は電子書籍アプリが持つ Web インターフェース

に着目し，電子書籍を介した IdP,SP との通信，すなわち

Shibboleth との認証連携方式の確立に向けた取り組みを開

始した． 

3.2 電子書籍端末 /アプリの選定  
	 一方，ユーザー側の学習端末および認証端末となる電子

書籍の対象機種とアプリについては，Shibboleth との連携

に必要な端末の下記の要件を考慮し，Apple iPad用の電子

書籍アプリである「iBooks」とした． 

A) 電子書籍からの Webアクセス：電子書籍内から任

意のアドレスへの Webアクセスが可能であり，Web

コンテンツの表示，実行が可能であること． 

B) 電子書籍内のページ間のセッション保持：電子書

籍内のページ間でユーザー認証に関わるセッション

情報の保持が可能であること． 

C) 電子書籍内でのスクリプト記述と実行：電書籍内

の Webインターフェースにおいて，認証連携のため

の通信に必要な任意の HTMLやスクリプト

（Javascript等）の記述，実行が可能であること． 

4. 電子書籍と統一認証基盤との認証連携方式の確立に
向けた課題と取り組み 

	 この取り組みの中で，まず我々は現在，前述の要件につ

いての検証を行っている．現在までに把握している主な課

題，検討事項を次にあげる． 

• Cookieの使用制限等，iPad/iBooksで提供されている

Webインターフェースではブラウザの標準的な機能

が一部制限されている． 

• 学認を介して提供される Webサービス/コンテンツの

対象端末が主として Webブラウザであるため，機能

面，デザイン面において，電子書籍内での利用を想定

したものになっていない． 

• これまでの標準ブラウザを対象とした認証システム

のセキュリティレベルが，電子書籍の Webインター

フェースにおいても確保できるか．	  

5. おわりに 

	 本稿で提案した，「オープンエデュケーション教育基盤」

は電子書籍とShibboleth認証による，ナノレクチャーとイン

ターネット上のリソース集約である． 

 

図 2オープンエデュケーション情報基盤 

 

	 現在，我々は，Shibboleth認証可能なインターネット教育

リソースを充実することを目的に，Moodleベースのeラー

ニングシステムも並行して開発している．これらは平成25

年度より，GPLで無償配布する予定である．今後，オープ

ンな技術とリソースを共有するとともに，本提案を検証し

ていきたい． 
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